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事例４ 萌芽的先端医療技術推進研究事業（ナノメディシン分野）

成果事例 －ナノテクノロジー・材料－

●目標
超微細技術（ナノテクノロジー）の医学への応用によ
る非侵襲・低侵襲を目指した医療機器等の研究・開発
を推進し、患者にとってより安全・安心な医療技の提
供の実現を図る

●研究成果（以下は本研究事業による成果の一例である）
•カテーテルなどの細い内腔にも挿入可能な超微細内視鏡
•慢性心不全、急性心筋梗塞等の病気を治療可能な植え込み型バイオニッ
ク治療装置
•抗がん剤等の正常組織への集積を抑えつつ、がん組織等病的組織に選
択的に集積可能なドラッグデリバリーシステム

●今後の展開
•我が国が他国より先んじて研究を進めて
いるナノテクノロジーを医療分野の研究開
発に応用することにより、３年間で左記の
例にあるような画期的研究成果が創出さ
れつつある。
•今後は、これらの研究成果を実際の医療
現場において活用できるよう実用化に向
けた研究を進めるとともに、さらに画期的
研究成果を得るための研究開発投資を続
ける。

内視鏡

５Fr.カテーテル
（内径 2 mm 以下）

超微細内視鏡の開発

疎水性内核

PEG 外殻
タキソール（抗がん剤）
内包ミセルの開発

事例６ 欠陥制御ダイナミックスによる光機能化研究

●目標
結晶中の欠陥、不純物を低減することにより光機能
特性を改善した結晶育成技術を確立することにより、
２１世紀のキーテクノロジーである光情報技術に不可
欠な高機能誘電体単結晶（波長変換結晶）を開発す
る。

●研究成果
ナノスケールの構造制御技術である欠陥制御技術及び周期
構造制御技術を開発し、紫外から赤外までの広い波長範囲
で任意の波長を高効率で出力できる良質な誘電体単結晶の
育成法を確立した。

●今後の展開
レーザーは現代科学技術に欠かせない基本ツールで
あり、その応用はますます広がりつつあるが、限定的
な波長領域でのみの利用に制限されている。波長変
換素子が実用化された場合、希望する波長の波長変
換素子を既存レーザーに組み込むだけで、紫外から赤
外領域の任意の波長が利用可能となり、あらゆる分野
（基礎研究、電子素子加工、記録媒体、環境計測、セ
キュリティー、医療等）での応用が可能となる。現在、
本手法を用いて紫外から赤外までのいかなる波長をも
出力できる波長変換素子材料の開発に成功している。
製品化に耐えうるように性能を向上させるのが最終課
題である。新しい波長変換素子（試作）

開発した大型単結晶

半導体用大型レーザー機器

小型化の

実現

●研究成果
ナノガラスの屈折率が可逆的に高速かつ大きく変化する機能を利用し
た高効率集光機能ﾅﾉｶ ﾗ゙ｽ薄膜材料を開発。青紫色レーザー波長領域
に対応する開発により、現行のＤＶＤより遙かに大容量（１００GB)の光
ディスクを実証。

●今後の展開
ユビキタス情報化社会においてはブロー
ドバンドネットワークを初めとするインフラ
整備にともない高密度流通情報量が激
増することが見込まれ、情報ストックは社
会的、個人的に重要な課題となり、大容
量ストレージ技術として大容量光ディスク
の果たす役割は増大する。本プロジェクト
で開発する高効率集光機能ナノガラス薄
膜材料は今後期待される光ディスクの容
量の伸びを確実に実現できるもの。

事例５ 高密度ＤＶＤ用集光機能ナノガラス薄膜の開発（「デバイス用高機能化ナノガラスプロジェクト」の一項目）

●目標
「ナノガラス技術プロジェクト」（第３回産学官連携推進会議「経済
産業省大臣賞」受賞）の成果である、ナノガラスの光に対する可逆
的屈折率変化幅の増大効果と、高応答速度の性能を利用した、
従来技術では不可能な長時間記録が可能となる高密度ＤＶＤ用集
光機能ナノガラス薄膜を開発する。

集光機能性
ナノガラス薄膜層
集光機能性

ナノガラス薄膜層

記憶ピット層

青色レーザー光
（波長＝ 450 nm）

記憶ピット

反射層基板

●実施期間 平成１４～１８年度

●予算 （平成１６年度までの合計）３，８８９百万円

●実施機関
厚労省、国立循環器病センター、国立がんセンター、
国立大学法人

●実施期間 平成１５～１７年度
●予算 （平成１６年度までの合計）１７１百万円
●実施機関
ＮＥＤＯ、東北大学、奈良先端科学技術大学、
（株）日立製作所、（社）ニューガラスフォーラム

●実施期間 平成１２～１６年度

●予算 運営交付金の内数

●実施機関
ＮＩＭＳ
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事例１ 太陽光発電関連技術開発

成果事例 －エネルギー分野－

●目標
当面の具体的目標として、2010年度導
入目標482万kWを達成に向け、低コス
トで量産化できる太陽電池製造技術の
開発や世界最高の変換効率の実現を
目指す。

●研究成果
低コストで量産化の容易な多結晶シリ
コン基板型太陽電池や量産性の高い
薄膜非結晶シリコン太陽電池について、
世界最高の性能（変換効率）を達成し、
その量産化技術を開発した。また、こ
れらの利用技術として系統連系システ
ム技術を開発した。これまでの技術開
発成果と導入促進補助による量産効
果等により住宅用太陽光発電システム
の価格は、10年前の１／５以下（平成
15年現在 69万円／ｋＷ）に下がった。

●今後の展開
我が国における太陽光発電は、世界生産量
の約50%を生産し、約45%を輸出している。
また、国内の導入量も2004年度末には100

万kＷを越えると推定され、世界の太陽光発
電における生産、導入を牽引している。
国際エネルギー機関などによる超長期エネ
ルギー供給見通しでは、2100年頃にはエネ
ルギー供給の過半が再生可能エネルギー
で賄われるとしており、太陽光発電は、この
なかで量的にも技術的にも最も重要なもの
として期待されている。

事例３ ＦＢＲサイクル実用化戦略調査研究

●目標
高速増殖炉（ＦＢＲ）サイクルの実用化に向けて、
経済性、安全性、資源有効利用性、環境負荷低
減性、核拡散抵抗性に優れたＦＢＲサイクルの実
用化像（炉型、再処理法、燃料製造法等）を示し、
実用化に至るまでの研究開発計画を提示するこ
とで、ＦＢＲサイクルを将来の主要なエネルギー
源として確立する。

●研究成果
これまでに、長期間運転を可能に
する燃料被覆管材料、物量の大
幅な低減を可能にする構造材料、
廃棄物発生量の少ない再処理技
術などの成立の見通しが得られつ
つあり、軽水炉に比肩する経済性
や優れた環境負荷低減性を達成
するＦＢＲサイクル概念が構築でき
る見通しである。

●今後の展開
効率的な研究の推進を図る観点から、今後
主として研究開発を進めていく概念と、補完
的に進めていくものを明確にし、開発の重点
化を図る。また、次世代原子力フォーラムな
ど国際協力の積極的な活用を図るとともに、
「もんじゅ」、「常陽」など既存の研究施設を
活用した研究開発計画を検討し、さらには、
主軸として開発を進める概念の代替技術の
検討を並行して進めることにより柔軟性を確
保する。

事例２ 高温工学試験研究

●目標
日本原子力研究所に建設した高温工学試験研
究炉（HTTR）を用いて、安全性に優れた高温ガ
ス炉、並びに、効率的で大量安定供給が可能な
水素製造に関する技術基盤を確立する。

●研究成果
HTTRにおいて世界で初めて原子炉出口温度
950℃の高温ガスの取り出しに成功。また、熱化
学水素製造法ISプロセスの基礎実験で、毎時31

リットルで175時間連続して水素発生に成功。

●今後の展開
高温ガス炉の優れた安全性を実証するとと
もに、水素を製造するISプロセスについては、
4つの開発段階のうちの第３段階であるパイ
ロット試験での安定な水素製造の達成を目
指す。具体的には、ヘリウムガス及び工業
材料を用いた実用圧力でのISプロセスパイ
ロット試験を行い、ISプロセスをHTTRに接
続するために必要なデータをそろえる。さら
に、最終段階であるHTTR、即ち、実際の原
子炉を用いた水素製造の実現を目指す。
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○平成11年度～平成12年度（フェーズⅠ）

○平成13年度～平成17年度(予定)(フェーズⅡ)

幅広い技術的選択肢
ＦＢＲ実用化候補概念のスクリーニング

設計研究 要素技術の基礎試験等
密接な連携

フェーズⅡの成果 フェーズⅡ終了以降の展開

ＦＢＲシステムＦＢＲシステム

燃料製造システム燃料製造システム再処理システム再処理システム

ＦＢＲサイクル実用化候補

○ナトリウム炉、重金属炉、
ガス炉、水炉、小型炉

○ナトリウム炉、重金属炉、
ガス炉、水炉、小型炉

○簡素化ペレット法、振動充填法、
鋳造法

○簡素化ペレット法、振動充填法、
鋳造法

○先進湿式法、乾式法（酸化物
電解法、金属電解法）

○先進湿式法、乾式法（酸化物
電解法、金属電解法）

有望な候補概念を抽出

○実用化概念設計と技術的な成立性の確認
○技術体系の整備
○実用化のための技術移転

○ＦＢＲサイクル実用化候補概念の明確化
○研究開発テーマの絞込み
○研究開発計画（ロードマップ）の提示

ＦＢＲ：冷却材（Na、重金属、ガス、水）
燃料（MOX、窒化物、金属、溶融塩）

再処理：先進湿式、乾式（電気化学法、フッ化物揮発法）
燃料製造：簡素化ペレット、振動充填、鋳造法

●実施期間
平成５年度～
●予算（１６年度までの合計額）

94,030百万円
●実施機関
太陽光発電技術研究組合 等

●実施期間 昭和５２年度～
●予算（１６年度までの合計額）177,376百万円
●実施機関 ＪＡＥＲＩ

●実施期間 平成１１～１７年度
●予算（１６年度までの合計額） 17,213百万円
●実施機関 ＪＮＣ


